
　私は２つの目標を立てました。
１つ目の目標は「アメリカの人々
と会話をしコミュニケーション力
を上げること」、２つ目は「文化の
違いを見て感じること」です。２
つ目の目標は達成することができ
ましたが、１つ目の目標は少し会
話ができなかったと思いました。
実際に話してみても英単語が分か
らず戸惑ってしまったこともあり
ました。でもホストファミリーも
ゆっくり話し掛けてくれたりしま
した。
　グレンロック町は自然豊かで町
の人々はとても優しく、心から感
謝しています。
　アメリカの子供たちのようにい
つでもどこでも積極的に発言した
りしたいと思っています。

　僕が今回のサマーキャンプで身
に付けることができたのは「積極
性」です。これは、自らのサマー
キャンプでの目標を達成するこ
とができたということでもあり
ます。もちろん不安もありまし
た。しかし、現地についてホスト
ファミリーの方々と顔を合わせた
時に、とても安心しました。ホス
トファミリーやグレンロック町の
方々は、僕たちが想像していたよ
りもフレンドリーに接してくれま
した。
　またニューヨーク市内研修で
は、リバティ島や自然史博物館な
どアメリカを学べる場所や機会が
たくさんありました。
　このサマーキャンプを経て、日
本とアメリカのさまざまな違いを
たくさん学ぶことができました。

　私の目標は「自分から積極的に
アメリカの人と話をして仲良くな
る」でした。なるべく多くの人と
交流したいと心で思っていても、
人見知りをする私は自分から話し
掛けることがなかなかできずにい
ましたが、ホストファミリーはい
つも明るく、そして優しく話し掛
けてきてくれました。私は日に日
にホストファミリーに自分から積
極的に話し掛けることができるよ
うになり、仲良くなることができ
ました。
　今回学んだ「積極的に発言する」
というところを私は今後も生かし
ていきたいです。
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上）ホストファミリーと（左から２番目）
下）乗馬を体験

上）遊園地で（右）
下）キャンプ場で現地の友達と（右）

上）消防署での体験
下）ホームステイ先の友達と（右）
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